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健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFOR

MATION

区　分 期　日 対 象 児

４か月健診 11月12日㈭ 平成 27 年 6 月 16 日から
平成 27 年 7 月 15 日生まれ

７か月健診
11月26日㈭

平成 27 年 3 月 27 日から
平成 27 年 4 月 30 日生まれ

12 か月健診 平成 26 年 11 月 1 日から
平成 26 年 11 月 30 日生まれ

１歳半健診
11月５日㈭

平成 26 年 4 月 2 日から
平成 26 年 5 月 5 日生まれ

３歳児健診 平成 24 年 10 月 2 日から
平成 24 年 11 月 5 日生まれ

乳幼児相談 11月25日㈬ 平成 27 年 8 月 30 日から
平成 27 年 9 月 26 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください

　11 月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者に
は事前に通知をしています。ご確認ください。
●とき　健診の内容によって異なりますので詳細は
通知（案内）書をご確認ください

●ところ　総合福祉センター保健棟
●内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・
栄養相談など

乳幼児健診・相談

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を
受けましょう。
●とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま
で。必ず妊婦本人がお越しください

●ところ　総合福祉センター保
健棟

●必要なもの　妊娠届出書（あ
る人のみ）

母子健康手帳の交付

いきいき教室・ふれあい教室
町では、高齢者がいつまでも住み慣れた地域で

元気に暮らすための介護予防事業に取り組んでいま
す。健康づくりや介護予防について学ぶ「いきいき
教室」と高齢期の食生活を考える「ふれあい教室（お
弁当あり）」を次のとおり開催しますので、参加を
希望する人（グループ）はお問い合わせください。
●開催時期　11 月から平成 28 年２月まで。時間は
午前 10 時から（２時間程度）

●対象　▷いきいき教室＝ 10 人以上で集まること
ができる 65 歳以上の人のグループ▷ふれあい教
室＝ 20 人以上で集まることができる 65 歳以上の
人のグループ（※ただし、今年度、老人クラブで
教室に参加した人や参加を予定している人は除き
ます）

●ところ　グループの代表者と話し合いのうえ、決
定します

●申し込み・問い合わせ　総合福祉センターまで

高齢者インフルエンザ予防接種
10 月からインフルエンザの予防接種が始まって

います。インフルエンザが本格的に流行する前に予
防接種を受けましょう。
●接種期限　平成 28 年３月 31 日
●対象者　① 65 歳以上の人② 60 歳以上 65 歳未満
で身体障害者手帳１級程度の障がいを持つ人

● 接種費用　1,000 円。なお、生活保護
世帯の人は無料（診療依頼書が必要）
になります

●接種できる医療機関　福岡県内
の指定医療機関　※事前に予約
が必要です

秋の総合健（検）診のお知らせ
特定健診、各種がん検診を次のとおり行います。

受診を希望する人は健（検）診希望日の１週間前まで
に電話でお申し込みください。また、申込書が自宅
に届いている場合は、必要事項を記入してご返送く
ださい。生活習慣病予防のためにも年に 1度は必ず
健（検）診を受け、健康づくりに取り組みましょう。

と　き ところ
11 月 15日（日）、16日（月）、17日（火）総合福祉センター
●受付時間　午前８時 30 分から 10 時 30 分まで
●健（検）診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・
大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎
ウィルス）、結核検診、特定健診、基本健診

●申し込み・問い合わせ　総合福祉センターまで
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①まず落ち着いて
落ち着きが何より大事。
ショックのあまり冷静
な判断を失ってはなり
ません。

②相手を確認
ナンバー確認のほか、
運転免許証の必要事項
も確かめましょう。

③必ず警察へ連絡を
警察への連絡を忘れて
はいけません。同時に
国保へ届けることも。

④示談は国保へ届け
　出てから
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きは示談の前に必ず国
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